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Manuscripts Cataloguing Project. 以下、NGMCP という）による目録デー
タベース中のヤシの葉写本はインド語系写本 3） のものとして現時点で約
3700 件であり 4） 、インド語系写本全体（現時点で約 11.5 万件）に占める比
率は 3％程度である。一方、次に述べるアーシャ・アーカイブズ所蔵写本に
おいても、インターネット公開目録 5） 所載 7025 点写本のうちヤシの葉写本

































　筆者は上記 6 機関を、2010 年 12 月、文書遺産保存の観点で訪問し、ま
た 2011 年 4 月にアーシャ・アーカイブズで短期間、写本調査を行った 8） 。
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B2： 細折書簡（未整理）約 50 点
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した。その対象にネパール写本が 45 点含まれるので紀年順に並べて表 1 と















1 I 5 1008 C 53.3 5.1 24 I 40 1356 C 28.6 5.1
2 I 6 1014 C 32.4 5.9 25 III 81 1360 C 33.0 5.1
3 I 7 1015 C 54.6 5.4 26 I 41 1364 C 31.8 4.4
4 III 1 1039 C 53.3 5.1 27 I 43 1372 C 51.1 6.0
5 III 3 1065 C 53.3 5.1 28 III 84 1374 C 40.6 5.1
6 III 4 1068 C 27.9 5.1 29 III 85 1380 C 34.3 5.1
7 I 9 1071 C 57.8 5.7 30 III 86 1384 C 22.9 5.1
8 I 10 1078 C 45.7 4.4 31 I 44 1385 C 34.3 5.1
9 I 11 1084 C 30.5 5.1 32 III 87 1386 C 33.0 5.1
10 I 17 1130 C ? 5.1 33 III 88 1389 C 30.5 5.1
11 I 20 1165 C 40.6 6.4 34 III 90 1392 C 33.0 5.1
12 I 22 1166 C 57.2 5.1 35 I 46 1395 C 33.7 4.8
13 I 23 1167 C 27.9 5.1 36 III 94 1412 C 31.8 5.1
14 I 24 1179 C 30.5 5.1 37 III 95 1412 C 30.5 5.1
15 I 26 1198 C 31.8 5.1 38 III 96 1425 C 33.0 5.1
16 III 20 1199 C 30.5 5.1 39 III 97 1427 C 25.4 5.1
17 III 24 1205 C 53.3 5.1 40 III 98 1429 C 29.8 5.1
18 III 57 1261 C 29.1 3.8 41 III 99 1440 C 30.5 5.1
19 III 60 1264 C 33.0 5.1 42 III 100 1457 C 30.5 5.1
20 I 33 1286 C 33.0 5.7 43 III 102 1463 C 30.5 5.1
21 III 70 1302 C 33.0 5.1 44 III 114 1576 C 24.1 5.1
22 I 38 1331 C 30.5 5.1 45 III 119 1619 C 30.5 5.1
23 III 80 1355 C 30.5 5.1
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　吉崎が説くように、ヤシの葉の横幅は 11 世紀制作のものには 50cm 程度
の長い写本が多いが、以降は 30cm 程度と短くなっている。（表 1 参照）し
かしそれは「ネパール国産の代用品」使用が理由ではないはずだ。なぜなら、
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どが 5cm 強である。一方、横幅は 11 世紀には 50cm を超えるのが普通だ
が、12 世紀以降は 30cm 前後の写本が多い。これは調製後の横幅の長いヤ
シの葉の裁断の仕方を変えたからではないだろうか。例えば横幅 1m の調製




































11C 1 4 9 32 4
12C 16 7 71 1 1
13C 2 14 4 88
14C 2 24 15 126 1 2 1
15C 2 25 8 176 1 7
16C前半 1 11 87 6 7 36
16C後半 1 1 57 15 80
17C前半 1 6 1 67 46 17 167
17C後半 3 53 161 44 224
18C前半 1 40 191 40 456
18C後半 15 182 24 490
19C前半 6 390 47 630
19C後半 441 34 583
計 10 105 45 818 1434 216 2702
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持体の写本自体は NGMCP データベースで見ると 8 世紀に早くも使用され、
その後の 9 ～ 11 世紀にも比較的、少数だが紙写本が見られる。小西調査に
も 12 世紀、14 世紀の紙写本が示され、アーシャ・アーカイブズにも 14 世紀、
15 世紀の紙写本が見られる。しかし 11 世紀から 15 世紀までは紙支持体は
少数、ヤシの葉支持体が圧倒的に多数である。16 世紀に入ると紙支持体が
一定数、見られるようになり、次いでヤシの葉と紙の使用比率が逆転するの






















そのほか 28 点の巻き型紙写本がある。幅 2.5 ～ 4cm 程度の細長い片をリボ
ンのように巻いた写本で、通常 3 ～ 4 行の横書き文が書記されている。
　同写本群の保存処置を実施したアジア文化財保存修復会は「現地の言葉で
タムスクと呼ばれる RPLM（Rolled Palm Leaf Manuscript）は、非常に珍し
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デジタル化済みで調査可能の写本 25 点の紀年を見ると、1659 年が最古、
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で 8 ～ 9 世紀頃には製紙が行われ
ていた可能性については既に記し
た。ネパールで古くから紙が知ら




















ブズ所蔵資料にもそれが数点、NGMCP 目録データベースでは 365 件 54） を
検索する。木版印刷本の刷年を見ると、それらの殆どが 19 ～ 20 世紀であ























IOL TibJ617。写真は IDP（注 52）データベー
スより。）
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16） Min Bahadur Shakya. “Preservation of Sanskrit Buddhist manuscripts in the Kathmandu 
valley: Its importance and future.” http://Pnclink.org/annual/2000　（参照 2011.9.22）





21） ネパール暦の西暦換算は NGMCP 及び小西正捷「ネパールの手漉き紙」『季刊民族学』
no.21, 1982, p.49. に倣い、便宜、ネワール暦（＋ 880 年）、ヴィクラム暦（－ 57 年）、サ
カ暦（＋ 78 年）とした。
22） 小西（注 21）p.49. 小西が書体から 10 世紀紙写本と推定した標本は表に加えていない。
23） Hoernle（注 14）p.99-104.
24） NGMCP データベースの素材別カテゴリーは扱いが難しい。ここでは紙支持体として「折
本（folded books）」「印刷書（printed books）」「紺地金泥写本（nilapattra）」「巻き型紙写本（rolled 
paper）」データを合計した。折本が大部分（約 96％）を占める。なお NGMCP はケーシャ
図書館所蔵写本を含み、アーシャ・アーカイブズ所蔵写本を含まない。














34） Thaplyal, Kiran Kumar. Studies in Ancient Indian Seals, Akhia Bharatiya Sanskrit Parishad, 
1971, p.13-14.
35） Thaplyal（注 34）Plates. 等を参照のこと。
36） Losty, Jeremish P. The Art of the Book in India. British Library, 1982, p. 10. 等参照。
37） The Journal of the Numismatic Society of India, vol. 26, 1964, Plate.VIII. 
38） 同上、p. 220.
39） 山崎利男「インドの銅板文書の形式とそのはじまりについて」『東洋文化研究所紀要』no. 
73, 1979, p. 182. 三田昌彦「12・13 世紀北インドの村落下賜文書」『名古屋大学東洋史研
究報告』vol.25, 2001, p. 360. 等による。
40） Thaplyal（注 34）p.12.
41） Hoernle（注 14）p.122.








豊久氏、アーシャ・アーカイブズの Raja Shakya 館長と Sharad Kasa 氏、 
ロータス研究センターの Manik M. Vajracharya 氏から格別のご支援を得
た。また小西正捷氏（インド研究者）、吉崎一美氏（ネパール仏教研究者）、
高木直子氏（アジア文化財保存修復会）、田之上繁氏（仏教資料文庫）、Dr. 
Albrecht Hanisch（Nepal Research Center）から貴重なご教示を得た。記
して各氏に深甚の謝意を表します。
注
1） 安江明夫「ヤシの葉写本研究ノート」『学習院大学文学部研究年報』第 57 輯、p.105-140.
2） ネパール・ドイツ写本保存プロジェクトについては、田中公明、吉崎一美『ネパール仏
教』春秋社、1998, p.106-109. 及び同プロジェクト・サイト http://www.uni-hamburg.de/
ngmcp/index_e.html を参照のこと。
3） NGMCP 目録データベースはインド語系写本とチベット語系写本に分かれる。目録作成は
インド語系写本から着手しており、2011 年 8 月時点ではチベット語系写本の目録記載はな
い。目録データベース・サイト：http://134.110.72.204:3000 




5） Lotus Research Center ホームページ（http://www.lrcnepal.org）から目録データベース
を検索できる。筆者の同データベース検索は 2011 年 8 月 8 日〜 12 日。以下でも検索可
能。http://archive.ub.uni-heidelberg.de/savifadok/volltexte/2010/1397/pdf/ASK_Catalog_
optimized.pdf 　 
6） Matsuda, Kazunobu. Two Sanskrit Manuscripts of the Dasabhumikasutra Preserved at the 
National Archives, Kathmandu. Center for East Asian Cultural Studies for Unesco, Toyo 
Bunko, 1996, p. xi-xii.
7） Trier, Jesper. Ancient Paper of Nepal. Jutland Archaeological Society Publications. 1972. 
p.49.
8） 筆者は資料保存コンサルタントとしてネパールを訪問し、2010 年 12 月は A Seminar 
on Preservation of Documentary Heritage and Its Access in Nepal で “What is past is 
prologue: On the preservation of documentary heritage.”、2011 年 4 月は Fifth International 
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53） 小西（注 21）p.48. 及び Masatoshi A. Konishi. “Old paper used for the Asutosh Museum 
Manuscript of Pancarasa.”『南アジア研究』no.2, 1990, p.145-146. による。
54） 写本対象の NGMPP ／ NGMCP は通常の刊本（活版印刷本）は含まないと推察する。但し
詳細は不明。
55） D. スネルグローブほか（奥山直司訳）『チベット文化史』春秋社、1998, p.181. 伏見英俊「蔵
外文献木版印刷についての考察」『日本西蔵学会会報』no.48, 2002, p.51.
56） I. デシデリ（薬師義美訳）『チベットの報告 2』平凡社、1992, p.205.
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Y6_yasue.indd   29-30 12.2.24   7:39:35 PM
